
探 究 を 主 軸 に お い た 授 業 実 践 の 紹 介

雨 を テ ー マ に し た 、

理 科 、 社 会 、 総 合 の 横 断 的 な 取 組 み

第 ２ 回 水 循 環 教 育 ス キ ル ア ッ プ 講 座
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橋 本 淳 司

水問題の調査や解決へのお手伝い、情報発信を

してます。

地域の価値に気づけるような環境教育プログラ

ムの開発、人材育成をやっています。

よろしくお願いします。

こ ん に ち は

探究型の環境学習の研究や実践

日 本 水 フ ォ ー ラ ム 節 水 リ ー ダ ー ： 水 の 大 切 さ の 普 及 啓 発 （ 2 0 0 7 年 ～ ）

プ ロ ジ ェ ク ト W E T フ ァ シ リ テ ー タ ー （ 2 0 0 7 年 ～ ）

東 京 学 芸 大 ： （ 2 0 0 7 年 ～ 2 0 1 0 年 ）

国 際 協 力 機 構 ： 中 国 で 節 水 リ ー ダ ー 育 成 ( 2 0 1 0 年 ～ 2 0 1 2 年 ）

国 際 基 督 教 大 ： W a t e r  L i t e r a c y の 研 究 （ 2 0 1 2 年 ～ 2 0 1 3 年 ）

静 岡 県 立 三 島 北 高 校 ： 水 を テ ー マ に 探 究 型 の 授 業 （ 2 0 1 5 年 ～ 2 0 1 9 年 ）

慶 応 大 学 環 境 情 報 学 部 ： （ 2 0 1 5 年 ～ 2 0 1 9 年 ）

武 蔵 野 大 学 工 学 部 サ ス テ ナ ビ リ テ ィ 学 科 ： （ 2 0 1 5 年 ～ ）

久 喜 市 立 久 喜 小 学 校 : 学 校 運 営 評 議 委 員 （ 2 0 2 0 年 ～ ）
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埼玉県久喜市立久喜小学校の学校目標

イノベーション力の育成
① 自分なりの答えを出し発表する
② 授業時数特例制度の活用

01

02 デジタルシチズンシップ
① 発信する技術とコミュニケーション能力
② ユネスコスクールとの交流

地球規模の課題解決
① 自己実現から社会貢献へ
② 社会とつながる授業実践
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雨 水 プ ロ ジ ェ ク ト の 流 れ

雨水ペットボトルロケット大会を成功させよう！
（自己実現編）
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02 誰 か の 役 に 立 つ た め に
貯 め た 雨 水 を 活 用 し よ う ！
（ 社 会 と の つ な が り 編 ）

雨水活用の実践、気づきを、相手の立場を考えて伝えよう！
（情報発信編）
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しぜんの
かんさつ

地面の様子
と太陽

わたしたち
のまち

天気と気温 とじこめられ
た空気と水

水は
どこから

雨水のゆくえ
水害にそなえ
るまちづくり

天気と情報
流れる水のは
たらきと土地

の変化

国土の気候
と地形

ものの溶け方
国土の自然と
ともに生きる

植物の成長
と水のかか

わり
水溶液の性質

地球規模の
課題の解決
と国際協力

生物と
地球環境

8



01

• プ ロ ジ ェ ク ト W E T ア ク

テ ィ ビ テ ィ 体 験

• 「 驚 異 の 旅 」 （ 水 に な っ

て 水 循 環 を 体 験 す る ）

• 「 雨 の 日 の ピ ク ニ ッ ク 」

（ 学 校 の ど こ に 雨 が た ま

り 、 ど こ を 流 れ て い く か

を 予 想 ）
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• １ 学 期 に ペ ッ ト ボ ト ル ロ ケ ッ ト を

飛 ば し た 。

• も う 一 度 ペ ッ ト ボ ト ル ロ ケ ッ ト を

飛 ば す た め に 必 要 不 可 欠 な 水 （ 雨

水 ） を 集 め る 装 置 を つ く り 、 ペ ッ

ト ボ ト ル ロ ケ ッ ト 大 会 を 行 お う 。
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回 毎回の目標

1 雨水について考える。もし雨が降らなかったら、雨が降りすぎたらどうなるのか。

2～3 雨水を集めるための知識を得る。雨水活用を行なっている人の話を聞く。

4～5 雨水を貯めるためのアイデアを考える。

6～7 雨水を貯めるアイデアをグループで共有し、互いにアドバイスする。

8～13
グループで雨水装置の作成をする。改善点を検討し修正する。専門家からアドバ

イスをもらう。

14～15 自分たちで貯めた雨水でペットボトルロケット大会を行う。下級生を楽しませる。

16～17 活動を振り返り、グループで発表する。

18 姉妹校の仲間と交流し発表し合う。
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01

• 誰 か の た め に 、 貯 め た 雨 水 を 活 用

し て 何 か を す る こ と は で き な い か

（ 雨 水 を 貯 め る こ と で 何 か を す る

こ と は で き な い か ） を 自 分 た ち で

考 え た り 、 専 門 家 の お 話 を 聞 い た

り す る な か で 深 め 、 実 践 に つ な げ

て い こ う 。
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回 毎回の目標

19 
自分たちが貯めた雨水をどんなことができるかを発想する。専門家から雨や水循環の

話を聞く。
20～23 グループに分かれ、雨水活用の実践を行うための計画を立て、実践する。
24～25 活動を振り返り、グループで発表する。

学校ビオトープで雨水活用する 農園で雨水活用する 雨水活用を習慣にするため
週１回雨水掃除デーをつくる
災害時の活用を考える

海外へ情報発信する
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• 自 分 た ち が 行 な っ た 雨 水 活 用 の 実

践 を 相 手 の 立 場 に 立 っ た 方 法 で 、

姉 妹 校 の 友 達 、 保 護 者 や 地 域 の 方

に 発 信 す る と と も に 、 学 習 を 振 り

返 り 、 学 び を 深 め て い こ う 。
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回 毎回の目標
26 誰にどのように発信していくかを考える。

27～29 発信の準備を行う。
30～31 第１回報告会。姉妹校の仲間と交流し発表し合う。

32 報告会を受けて内容を改善する。
33～34 第２回報告会。保護者、地域の人、専門家に向けて１年間の活動を報告する。
35～36 １年間の活動、個人ログを見返し、自分の変化を見つめる。

オンライン交流会の準備
保護者、地域人とのポスター
セッション
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① 地 域 か ら 流 域 へ の 広 が り

② 水 循 環 を 健 全 に す る 仕

事 （ 上 下 水 道 イ ン フ ラ に

従 事 す る 人 、 農 林 業 に 従

事 す る 人 ） と 自 分 た ち の

暮 ら し の 関 係

③ 水 と 生 物 多 様

性 の 関 係 、 生 物

多 様 性 の た め に

で き る こ と

④ 気 候 変 動 へ の

対 応 と 適 応

⑤ 水 分 野 で の 国 際 協 力

❶❶❶ ❷

❸❸

❹
❹ ❹ ❹

❺
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これまで

知識をたくさん覚えた人が有利
（受験・国家試験など）

これから

AI等の技術の進歩
（人口知能・ビッグデータ・クラウド・IoT）

知識・技能を使いこなし
て課題を解決する
（新しい世界）

多様な考え方の人が、フラットな
立場で話し合いのできる場をつく
る

担任、副担任＝個人やグループに
伴走する。インタープリター的な
能力を身につける

定期的な専門家との語らい
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ERIC

プロジェクトWET
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プロジェクトWET資料
https://www.kasen.or.jp /wet/tabid121.html
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パ ッ ケ ー ジ ド プ ロ グ ラ ム に よ る

イ ン タ ー プ リ テ ー シ ョ ン 体 験

プ ロ ジ ェ ク ト W E T

「 驚 異 の 旅 」 「 ブ ル ー ト ラ ベ ラ ー 」
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プロジェクトWET資料
https://www.kasen.or.jp /wet/tabid121.html
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プロジェクトWET資料
https://www.kasen.or.jp /wet/tabid121.html
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プロジェクトWET資料
https://www.kasen.or.jp /wet/tabid121.html
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プロジェクトWET資料
https://www.kasen.or.jp /wet/tabid121.html
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プロジェクトWET資料
https://www.kasen.or.jp /wet/tabid121.html
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THANK YOU!
あ り が と う ご ざ い ま し た
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